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点であり、国沢がわが国の油画黎明期に果たした役割を知る上で大きな成果である。そして、ウィリア
ムズの作品調査の結果と国沢の作品における調査のこの成果である技法調査結果とを比較することによ
り国沢がイギリスで学んだ技法を明らかにしている。これは、わが国の明治初期における油彩画の歴史
を知る大きな成果であると評価できる。また、国沢は欧州より日本で油画の教育を行うことを意識して
画材や教科書などを持ち帰っていることも調査から明らかになり、国沢の油画に対する姿勢を明らかに
した。また、国沢の門人や同世代の油画家の作品調査から国沢がもたらした影響を油画技法の観点から
明らかにしている。その調査手法も文書や作品などを中心にした確固たる資料を用いており、得られた
成果の信頼性は極めて高い。国沢新九郎を多角的に研究したのは本論文が初めてであり、油画技法史お
よび保存修復の面からもその成果は大きい。 
 以上のことから、本申請論文は博士（文化財）の学位を授与するのに十分な内容および水準であると
判断できる。 
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